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要約
１．目的
ｅ-ラーニングによる薬剤師の卒後教育教材「副作用診断教育プログラム」のコンテンツを充実させ、新規講座を開講する。
２．活動内容
  「副作用診断教育プログラム」G,H,I,J講座のコンテンツを作成し、G,H講座は25年度に、I講座は26年度に、J講座は27年度に開講した。
３．成果
  「副作用診断教育プログラム」のコンテンツが充実し、薬剤師は多岐にわたる副作用を多様な観点から学習することが可能となり、高度な臨床能力をもった薬剤師の育成に貢献できた。
４．今後の予定
  本事業で作成したコンテンツを事業終了後も薬剤師に提供できる環境を構築する。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-


１．目的
ｅ-ラーニングによる薬剤師の卒後教育教材「副作用診断教育プログラム」のコンテンツを充実させ、新規講座を開講する。

２．活動内容
 G講座：平成25年7月開講
	～基本事項とトピックス～副作用と免疫のしくみ
		徳島文理大学香川薬学部 岩田誠先生
	ギランバレー症候群
		徳島文理大学 安西英明先生
		高松赤十字病院 峯秀樹先生
	甲状腺中毒症・機能低下症
		徳島文理大学香川薬学部 中妻章先生
		香川大学医学部 井町仁美先生
	～臨床医が語る副作用症例～口腔所見にみる副作用症例：口腔粘膜炎、
顎骨壊死、歯肉増殖症など～前編～
		香川大学医学部 大林由美子先生
	～臨床医が語る副作用症例～口腔所見にみる副作用症例：口腔粘膜炎、
顎骨壊死、歯肉増殖症など～後編～
		香川大学医学部 大林由美子先生
 H講座：平成25年12月開講
	～基本事項とトピックス～副作用回避と新時代の薬剤師～総論～
		三輪亮寿法律事務所 三輪亮寿先生
	腫瘍崩壊症候群
		徳島文理大学 冨田淳子先生
		高松赤十字病院 大西宏明先生
	ビスホスホネート系製剤による顎骨壊死
		徳島文理大学 安西英明先生
		高松赤十字病院 米本嘉憲先生
	骨粗鬆症・特発性大腿骨頭壊死症
		東邦大学医学部 蓮沼智子先生
	～臨床医が語る副作用症例～手足症候群を中心に～
		高松赤十字病院 池田政身先生
 I講座：平成26年7月開講
	～基本事項とトピックス～薬剤師職能確立のための”２本柱”～
		三輪亮寿法律事務所 三輪亮寿先生
	出血傾向
		徳島文理大学 山口裕加先生
		香川大学医学部 西屋克己先生
	薬剤による接触皮膚炎・薬剤性過敏症症候群・急性汎発性発疹性膿疱症
		徳島文理大学香川薬学部 横田ひとみ先生
		香川大学医学部 中井浩三先生
	播種性血管内凝固
		徳島文理大学 山口裕加先生
		高松赤十字病院 福本哲也先生
	～臨床医が語る副作用症例～漢方薬の副作用症例～和漢診療での特徴
		千葉大学医学部 並木隆雄先生
 J講座「遺伝子を学び副作用を理解する」：平成27年6月開講
	薬理遺伝学と個別化投薬
		慶應義塾大学医学部 谷川原祐介先生
	ゲノムワイド関連解析 (GWAS) による薬剤応答性関連遺伝子の同定
		理化学研究所統合生命医科学研究センター 莚田泰誠先生
	個別化医療の実現に向けた薬物代謝酵素遺伝子多型解析
		武庫川女子大学薬学部 木下健司先生
	遺伝子疾患とその診断 診断・治療に生かす遺伝子解析－糖尿病にお
         ける遺伝因子の解明－
		四国こどもとおとなの医療センター 森谷眞紀先生
	「遺伝子の基礎と社会的課題 (遺伝子解析の倫理問題)」－副作用の推
論や早期発見を目指して－
		徳島大学名誉教授 板倉光夫先生
３．成果
  副作用教育に関するコンテンツを幅広く用意することができた。J講座では今後の個別化医療の進展を見据えて「遺伝子を学び副作用を理解する」をテーマにした講義とした。コンテンツの充実によって、薬剤師は多岐にわたる副作用を多様な観点から学習することが可能となり、高度な臨床能力をもった薬剤師の育成に貢献できた。

４．今後の予定
本事業で作成したコンテンツを事業終了後も薬剤師に提供できる環境を構築する。
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